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YPS-12V4A 電源アダプター

取扱説明書
ヤマハ製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
本製品は、ヤマハネットワーク機器専用の電源アダプターです。お使いになる前に、本書を
よくお読みください。本書はなくさないように、大切に保管してください。

■ 安全上のご注意
安全のため下記のご注意を守ってお使いください。

 警告 「死亡する可能性または重傷を負う可能性が想定される」内容です。

下記の場合には、すぐに電源プラグをコンセ
ントから抜く。
• 異常なにおいや音がする • 煙が出る
• 破損した  • 水がかかった
そのまま使用を続けると、火災や感電、故障の原
因になります。至急、販売店に点検や修理をご依
頼ください。

必ずAC100 V(50/60 Hz) の電源電圧で使用
する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電、
故障の原因になります。

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲
のコンセントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためで
す。

電源プラグは、根元まで確実に差し込む。
差し込みが不充分なまま使用すると、感電の原因
になります。また、プラグにほこりが堆積して、
発熱や火災の原因になります。

必ず実行

必ず実行

必ず実行電源プラグ
を抜く

電源プラグのほこりをきれいに拭き取る。
感電やショートのおそれがあります。必要に応じ
て、定期的にほこりを拭き取ってください。

ぬれた手で本製品を扱わない。
感電や故障の原因になります。

コンセントやテーブルタップの電流容量を確
認し、本製品を使用してもこの容量を越えな
いことを確認する。
テーブルタップなどが過熱・劣化して、火災の原
因になります。

本製品を分解したり改造したりしない。
火災や感電、けが、または故障の原因になります。

本製品は指定の機器と組み合わせて使用する。
それ以外の機器と組み合わせて使用すると、火災
や故障の原因となります。

必ず実行

必ず実行

ぬれ手禁止

必ず実行

分解禁止

電源コードが破損するようなことをしない。
• ストーブなどの熱器具に近づけない
• 無理に曲げない
• 傷つけない
• 重いものを載せない
• ステープルで留めない
火災や感電、故障の原因になります。

禁止

雷が鳴りはじめたら、本製品には触れない。
感電のおそれがあります。

禁止

長期間使用しないときは、電源プラグをコン
セントから抜く。
火災や感電の原因になります。電源プラグ

を抜く

ほこりや湿気の多い場所、油煙や湯気があたる
場所、腐蝕性ガスがかかる場所に設置しない。
火災や感電、故障の原因になります。

禁止

必ず付属の電源コードを使用する。
火災や感電、故障の原因になります。

付属の電源コードを他の機器で使用しない。
火災や感電、故障の原因になります。

必ず実行

禁止
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保証書

製品名 電源アダプター 品番 YPS-12V4A

お買い上げ日 　　　　　　年　　　月　　　日

保証期間 　（お買い上げ日から）1 年間

販売店名

保証規定
保証期間中、正常なご使用状態のもとで万一発生した故障につきましては、本保証規定に基づき無料修理
いたします。

■ 保証期間中でも以下の場合は有料となります。
• 購入を証明する書類（領収書や納品書など、製品名、品番、お買い上げ日、販売店名が記載されたもの）の

ご提示がない場合
• 納品後、輸送や修理時の取り扱いが適当でないために生じた故障の場合
• 提供されている各説明書や本規定に記載の注意事項に反する取り扱いによって発生した故障の場合
• 故障の原因が本製品以外の機器にある場合
• 塗装面および金属面が経年変化により退色、変色した場合
• 弊社認定の修理サービス技術者以外の者が修理 / 改造した部分で、その修理 / 改造が不適当であった場合
• 火災、地震、水害、落雷、その他の天災および公害や電圧異状による故障の場合
• 鼠害、塩害などによる故障、損傷の場合
• 持込修理対象の品番でお客様のご要望により出張修理を行う場合の出張料金

■ 転居・譲渡などを伴う場合、その他注意事項
• 転居、ご贈答品などで、お買い上げの販売店に修理をご依頼できない場合には、サポート窓口にご相談くだ

さい。
• 離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行う場合の交通費は実費を申し受けます。
• 保証期間内に、本製品を他人に譲渡あるいは転売された場合でも、残存期間は保証いたします。
• 本保証内容は、日本国内においてのみ有効です。(This warranty is valid only within Japan.)

この保証内容は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。本規定によってお
客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、
お買い上げの販売店、またはサポート窓口にお問い合わせください。

販売元：　　　　　　　　　　　　〒430-8650  静岡県浜松市中央区中沢町10-1
* 名称、住所は変更になる場合があります。
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 注意 「傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定される」内容です。

■ 使用上のご注意
・ 本製品は、ヤマハが指定した機種専用です。他の用途にはご使用にならないでください。

使用可能機種は、ホームページに掲載しています。
 　https://network.yamaha.com/products/options
・ 本製品を使用する際には、接続する機器の取扱説明書の指示に従ってご使用ください。
・ 本製品の使用方法を誤って使用した結果により発生したあらゆる損失について、

弊社では一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
・ 本製品の同一電源ライン上にノイズが発生する機器を接続しないでください。
・ 本製品のご使用にあたり、周囲の環境によっては電話、ラジオ、テレビなどに雑音が入る場合が

あります。この場合は本製品の設置場所、向きを変えてみてください。
・ 本製品の寿命は周囲温度の影響を大きく受けるため、放熱を妨げない環境でご使用ください。
・ 本製品を譲渡する際は、本書も合わせて譲渡してください。
・ 本製品を廃棄する場合には、お住まいの自治体の指示に従ってください。

　高調波電流規格　JIS C 61000-3-2 適合品

■ 同梱品
・ 電源アダプター (1個)
・ 電源コード (1本)
・ 取扱説明書(本書、保証書を含む)

■ 接続方法
　　接続する機器の取扱説明書の指示に従って接続してください。

■ 主な仕様
定格入力 AC100 V  50/60 Hz
定格出力 DC12 V 4 A 
極性 
DCコード長 1.5 m

電源コード長 1.8 m
質量 電源アダプター：305 g  電源コード：72 g
動作温度 0 °C ～ 50 °C
動作湿度 15% ～ 80% (結露しないこと)

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くな
る場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
故障の原因になります。禁止

本製品を布や布団で包んだりしない。
熱がこもって発熱し、やけどや火災の原因になる
ことがあります。

禁止

本製品をクリーニングするときは、電源プラ
グをコンセントから抜く。
電源プラグを差し込んだままクリーニングすると、
火災や感電、故障の原因になります。
液体またはスプレークリーナーは使用せず、乾い
た布をご使用ください。

電源プラグ
を抜く

本製品を落下させたり、強い衝撃を与えたりし
ない。
内部の部品が破損し、感電や火災、故障の原因と
なります。

禁止

■ お客様サポートについて
・ヤマハネットワーク機器サポートポリシー

ヤマハ株式会社が提供するお客様サポートの内容・条件につきましては、サポートポリシーをご
覧ください。
https://network.yamaha.com/support/policy/

■ サポート窓口のご案内
・ヤマハネットワーク製品お客様相談センター：    TEL：050-3537-7701

受付：　月曜日～金曜日　9：00 ～ 12：00　13：00 ～ 17：00
( 祝日、センター指定休日を除く)

・ヤマハネットワーク製品サポートページ
https://network.yamaha.com/support/

■ 保証とアフターサービス
サービスのご依頼やお問い合わせは、お買い上げの販売店、またはこの「取扱説明書」（以下「本
書」）に記載のサポート窓口にご連絡ください。
本書は、保証書の役割を兼ねています。購入を証明する書類（領収書や納品書など、製品名、品番、
お買い上げ日、販売店名が記載されたもの）とあわせて、大切に保管してください。保証期間内に
万一本製品が故障した場合には、購入を証明する書類をご提示のうえ、お買い上げの販売店にご依
頼ください。本書の保証規定に基づいて無料修理を行うことをお約束します。

・修理のご依頼
本製品に異常が見られた場合は、まず本書をよくお読みのうえ、本製品の状態をお調べください。
それでも改善しないときは、お買い上げの販売店、またはサポート窓口にご連絡ください。

・保証期間経過後の修理
修理が可能な場合は、ご希望により有料にて修理させていただきます。お買い上げの販売店、また
はサポート窓口にご相談ください。

・製品の状態は詳しく
修理をご依頼いただくときは、製品名、品番などとあわせて、故障の状態をできるだけ詳しくお知
らせください。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持た
ずに、必ず電源プラグを持って引き抜く。
電源コードが破損して、感電や火災の原因になるこ
とがあります。

電源プラグ
を抜く

本製品を移動する前に、必ず電源を切り、す
べての接続ケーブルを外す。
ケーブルに手や足を引っかけると、本製品や接続
機器の落下・転倒により、けが・故障・破損の原
因になります。

必ず実行


